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国立大学法人熊本大学・GEヘルスケア・ジャパン株式会社 

包括的連携協定調印式の開催について 

 

この度、国立大学法人熊本大学とGEヘルスケア・ジャパン株式会社は、包括的連携協定を締結し、

地域の医療課題解決のために、医療の新しいシステムの構築や、医療連携強化に向けたプロジェクト

を実施するなどの共創を開始します。 

つきましては、下記のとおり調印式及び記者会見を開催しますので、当日の取材方よろしくお願い

いたします。なお、準備のため、ご出席いただける場合は、別紙の連絡票にてご連絡いただければ 

幸いです。 

 

記 

 

１ 調印式： 

日 時：令和４年１０月２５日（火）１４：００～１４：１５ 

会 場：熊本大学工学部1号館2階 共用会議室Ａ（熊本市中央区黒髪2-39-1）または 

オンライン配信 

  出席者： 

    国立大学法人熊本大学 学長 小川 久雄 

GEヘルスケア・ジャパン株式会社 代表取締役社長兼CEO 多田 荘一郎 

 

２ 記者会見： 

日 時：令和４年１０月２５日（火）１４：１５～１４：４５ 

会 場：調印式に引き続き、同じ会場で行います（オンライン配信も含む） 

① 説明会： 

熊本県を取り巻く環境と医療の課題、これを踏まえて今回の包括的連携協定を通じてどの

ような解決を目指すのか、共同研究なども含めて今後の展開についてもご説明させていた

だきます。 

② 質疑応答～フォトセッション 

 

 

 

【情報解禁日時】 

 令和４年１０月２５日（火）１５時 



３ 連携事項：包括的連携協定の背景 

人口急減、超高齢化社会における医療の課題克服には、分野や組織を跨いだイノベーションが求

められます。このような中で熊本県では、山間部などの過疎地における医療の課題や、自然災害

多発地域として緊急時にも対応できる医療インフラの構築などのニーズに対応するべく、熊本大

学を中心に医工融合による共同研究やプロジェクトの実施を他に先んじて進めてきました。 

そしてこの度、最先端のデジタルテクノロジーや新たな医療機器を開発し、大学などの研究機関

における医工連携の支援にも力を入れてきたGEヘルスケアと包括的連携協定を締結することで、

医学的、工学的、ビジネス的見地から連携し、複数の分野にまたがるプロジェクトから生まれる

イノベーションを熊本で創出、実装し、全国さらに海外においても活用されるよう、取り組みを

加速させていきます。熊本県では半導体関連企業などの進出が進んでいるという産業背景もあり、

新たな医療の在り方を考えるうえで広がりのある産学の連携、今後の課題解決に向けたプロジェ

クトの実施が期待されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※入口から入り、「南地区門衛所」にて手続き後、入構してください。 

 

 

 

 

※車でご来学の際は、南地区門衛所で入構手続きを行い、入構してください。 

 車は空いている駐車場へ停めていただいて構いません。 

 

 

 

 

 

 

＜お問い合わせ先＞ 

○熊本大学 研究・社会連携部 社会共創推進課    TEL：096-342-3168 

○GEヘルスケア・ジャパンPR事務局（GCI Health Japan内）担当：長瀬・鄭 

TEL：長瀬070-8704-1797 /MAIL：gcihjp.pr@gcihealth.com 

工学部1号館2階 共用会議室Ａ 

入口 

南地区門衛所 

熊本大学黒髪南地区 


